








Ⅲ.結論 

昭和 57 年 4月より昭和 60 年 2 月迄 2年 11 ヵ月に,本院で生後 10 日以内の手術が 54 名に

延べ 59 件行なわれた。人工換気療法は42.6%(23 名)に行なわれ,死亡率は 11.1%(6 名)であ

った。感染症による死亡はわずか 2名で,栄養を含む全身管理と共に,感染予防および治療

の進歩と人工換気療法も PEEP や IMV の使用ばかりでなく,給湿にネブライザーの代りに,

加温加湿器を用いること,積極的な胸部理学療法なども感染予防に大きく貢献したものと

思われた。 


